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私
に
は
お
念
仏
に

関
し
て
忘
れ
ら
れ 

な
い
思
い
出
が
あ

り
ま
す
。  

二
十
代
の
終
わ
り

頃
、
ベ
ル
ギ
ー
の
真
宗
ご

門
徒
だ
っ
た
フ
ォ
ン
ス
・
マ
ル
テ
ン
ス
さ

ん
と
お
話
し
す
る
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
な
か
な
か
お
互
い
言
い
た
い
こ

と
が
言
え
ず
も
ど
か
し
い
思
い
を
し
て
い

ま
し
た
。
彼
は
オ
ラ
ン
ダ
語
（
フ
ラ
マ
ン

語
）、
私
は
日
本
語
が
母
国
語
、
そ
の
二
人

が
第
二
外
国
語
で
あ
る
英
語
で
、
し
か
も

仏
教
に
関
す
る
会
話
を
し
よ
う
と
し
て
い

る
の
で
す
か
ら
当
然
で
す
。
お
互
い
に
言

葉
で
通
じ
合
う
こ
と
の
難
し
さ
を
痛
感
し

て
い
ま
し
た
。
そ
の
と
き
彼
に
言
わ
れ
た

の
で
す
。「It

’s O
K

, Y
o
sh

i. W
e
 h

a
v
e
 

sa
m

e
 w

o
rd

.

（
ヨ
シ
、
大
丈
夫
だ
よ
、
僕
ら

は
同
じ
言
葉
を
持
っ
て
い
る
じ
ゃ
な
い

か
）」「N

a
m

o
 A

m
id

a
 b

u
tsu

（
南
無
阿
弥

陀
仏
）」 

そ
う
言
っ
て
に
っ
こ
り
微
笑
む
フ

ォ
ン
ス
さ
ん
を
見
て
い
る
と
、
ほ
っ
と
す

る
と
同
時
に
と
て
も
嬉
し
く
な
っ
て
き
ま

し
た
。 

 

私
た
ち
は
一
人
一
人
違
う
考
え
方
を
持

ち
、
そ
れ
ぞ
れ
の
人
生
を
歩
ん
で
い
ま
す
。 

那
珂
組
新
組
長 

就
任
挨
拶 

 

白
山
義
章 

住
職
（
浄
運
寺
） 

 

そ
ん
な
私
た
ち
が
思
い
も
か
け
な
い
繋
が

り
で
結
ば
れ
て
い
る
こ
と
を
知
っ
た
時
、
と

て
も
温
か
い
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。 

 
 

門
推
さ
ん
は
そ
れ
ぞ
れ
違
う
お
寺
に
所

属
し
て
い
ま
す
が
、
縁
あ
っ
て
門
徒
推
進
員

と
な
っ
て
お
寺
の
枠
を
超
え
た
活
動
で
よ

り
多
く
の
方
々
の
ご
縁
づ
く
り
に
力
を
注

い
で
く
だ
さ
い
ま
す
。
そ
ん
な
私
た
ち
は
み

な
同
じ
「
南
無
阿
弥
陀
仏
」
を
い
た
だ
い
て

い
る
仲
間
な
ん
で
す
ね
。
こ
れ
か
ら
も
門
推

さ
ん
の
輪
が
広
が
り
一
人
で
も
多
く
の
方

が
仏
縁
に
遇
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
機

会
が
増
え
れ
ば
良
い
と
思
い
ま
す
。
合
掌 

第
１６
期
連
続
研
修
終
了 

令
和
５
年
１０
月
２１
日
に
開
講
さ
れ
た
連

研
は
、
１１
回
に
わ
た
っ
て
開
催
さ
れ
、
昨
年

９
月
１４
日
に
西
光
寺
に
て
修
了
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。 

そ
の
後
、
受
講
者
、
法
中
、
門
徒
推
進
員

と
の
懇
親
会
が
あ
り
楽
し
い
時
間
を
過
ご

し
ま
し
た
。 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

                

 

  
 
 
 
 

 
 

那珂組 門徒推進員だより              

 

Ryouge 

 

受講者・法中・門徒推進員集合写真 

白山組長 
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イ
ン
ド 

仏
跡
の
旅 

 
 
 
 
 

大
神
賢
治
（
釋
得
実
） 

報
恩
講
の
お
参
り
に
御
笠
組
の
願
應
寺
様
に
行

き
ま
し
た
。
そ
こ
に
貼
っ
て
あ
っ
た
の
が
「
イ
ン
ド

の
仏
蹟
め
ぐ
り
」
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
で
す
。「
王
舎

城
ラ
ジ
ギ
ー
ル
へ
」
お
釈
迦
様
の
三
大
聖
地
を
訪

ね
、
ガ
ン
ジ
ス
河
流
域
を
行
く
と
い
う
コ
ー
ス
で

し
た
。 

４０
年
前
に
イ
ン
ド
の
仏
蹟
へ
行
っ
た
こ
と
が
あ

り
、
現
在
の
仏
蹟
を
見
た
い
と
思
っ
た
こ
と
と
、

脚
・
腰
が
動
く
今
の
う
ち
に
行
か
な
い
と
次
に
機

会
は
な
い
と
思
っ
た
こ
と
が
ツ
ア
ー
に
参
加
し
た

動
機
で
す
。 

出
発
は
約
４
カ
月
後
の
、
令
和
６
年
２
月
６
日

で
、
１０
日
間
の
旅
で
す
。 

ゆ
っ
く
り
準
備
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

今
回
の
コ
ー
ス
は
中
川
住
職
の
希
望
で
、
霊
鷲
山

で
読
経
を
す
る
こ
と
と
、
ガ
ン
ジ
ス
河
で
の
人
々

の
熱
を
感
じ
る
こ
と
が
主
眼
で
し
た
。 

霊
鷲
山
へ
は
夕
方
に
到

着
す
る
よ
う
に
調
整
さ

れ
て
い
ま
し
た
、
ま
さ

に
夕
陽
が
沈
む
時
に
、

夕
陽
に
向
か
っ
て
「
讃

仏
偈
」
を
称
え
る
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。
忘
れ

る
こ
と
の
で
き
な
い
感

動
の
一
時
で
し
た
。 

参
道
は
舗
装
さ
れ
、
土
産
店
も
あ
り
ま
し
た
。 

  

 

  

 
 

４０
年
前
に
比
べ
る
と
き
れ
い
に
な
っ
て
い
ま
す
。

霊
鷲
山
山
頂
の
広
場
は
当
時
の
ま
ま
で
し
た
。
掃
除

も
行
き
届
い
て
い
ま
す
。 

ガ
ン
ジ
ス
河
へ
は
、
ホ
テ
ル
か
ら
三
輪
タ
ク
シ
ー

の
オ
ー
ト
リ
ク
シ
ャ
ー
で
行
き
ま
し
た
。
途
中
の
道

路
は
大
量
の
車
、
オ
ー
ト
リ
ク
シ
ャ
ー
、
バ
イ
ク
そ

し
て
人
々
の
大
混
雑
で
す
。
車
の
ク
ラ
ク
シ
ョ
ン
は

う
る
さ
い
し
、
隣
の
車
や
バ
イ
ク
と
何
度
も
接
触
し

そ
う
に
な
り
、
実
際
に
接
触
も
し
ま
し
た
。
オ
ー
ト

リ
ク
シ
ャ
ー
に
は
ド
ア
が
な
い
の
で
ス
リ
ル
満
点

で
す
。
実
害
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
忘
れ
ら
れ
な

い
騒
々
し
さ
で
す
。 

ガ
ン
ジ
ス
河
の
岸
に
は
他
の
国
か
ら
の
観
光
客

も
多
く
て
、
び
っ
し
り
の
す
し
ず
め
状
態
で
す
。 

す
ぐ
に
迷
子
に
な
り
そ
う
で
す
。
ヒ
ン
ズ
ー
教
徒
の

聖
地
で
あ
り
、
信
心
深
い
人
々
が
多
い
と
感
じ
ま
し

た
。
河
岸
に
火
葬
場
が
あ
り
燃
え
て
い
ま
し
た
。 

テ
レ
ビ
で
見
た
光
景
が
広
が

っ
て
い
ま
し
た
。 

朝
昼
夜
と
そ
の
時
々
に
感

じ
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。 

今
回
の
旅
で
は
、
ご
成
道

の
聖
地
ブ
ッ
ダ
ガ
ヤ
大
塔
の

参
拝
・
ス
ジ
ャ
ー
タ
村
散
策
・

王
舎
城
・
世
界
遺
産
の
タ
ー

ジ
マ
ハ
ー
ル
な
ど
も
楽
し
み

ま
し
た
。
来
年
は
今
回
訪
問
で
き
な
か
っ
た
仏
蹟
な

ど
を
見
に
行
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

是
非
一
緒
に
行
き
ま
し
ょ
う
ね
！
！ 

 

令
和
６
年
度 

 

那
珂
組
門
徒
推
進
員
連
絡
協
議
会 

研
修
会 

令
和
６
年
６
月
２６
日
（
水
）
１０
時
～
１５
時 

 

西
林
寺
（
博
多
区
吉
塚
）
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

髙
﨑
副
代
表
の
司
会
で
、
原
京
子
代
表
に
続
き
、 

安
武
義
修
住
職
（
西
林
寺
）
の
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。 

午
後
、
安
武
住
職
よ
り
「
地
域
に
開
か
れ
た
お
寺

づ
く
り
と
多
文
化
共
生
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
、
お
話

を
伺
い
ま
し
た
。 

昼
食
の
前
に
、
吉
塚
商
店

街
を
、
住
職
の
案
内
で
見
学

し
ま
た
。 

住
職
た
ち
に
よ
り
、
吉
塚

商
店
街
の
活
性
化
を
実
現
、

ま
た
金
色
に
輝
く
釈
迦
像

を
安
置
し
た
「
吉
塚
御
堂
」

を
建
立
。
御
堂
は
、
外
国
の
留
学
生
た
ち
の
、「
こ
こ

ろ
の
よ
り
ど
こ
ろ
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

「
多
文
化
の
共
生
の 

場
」
と
し
て
、
ま
た
「
仏

様
と
の
ご
縁
づ
く
り

の
場
」
と
し
て
、「
自
他

一
如
」
の
仏
教
の
教
え

を
、
「
地
域
の
開
か
れ

た
お
寺
」
と
し
て
実
践

さ
れ
て
い
る
と
の
感
銘
深

い
お
話
で
し
た
。 

 

            

２ 

金
色
に
輝
く 

お
釈
迦
様
像 

像
こ
こ
ろ
の
よ
り
ど

こ
ら
像 

霊鷲山の夕陽に向かって讃仏偈 

スジャータ寺院 
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安
穏
山 

一
心
寺
御
入
仏
・
御
遷
座
法
要 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

一
心
寺 

安
部 

一
枝 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

（
釋 

恵
徳
） 

  

令
和
六
年
三
月
十
六
日
（
土
）
菜
の
花
満
開
の
青

天
の
も
と
、
雅
楽
の
奏
の
な
か
檜
の
香
薫
る
阿
弥
陀

如
来
尊
像
を
お
迎
え
い
た
し
ま
し
た
。
（
江
里
康
慧

仏
師
御
造
顕
） 

二
つ
の
法
要
が
巖
修

さ
れ
る
こ
と
は
千
年

に
一
度
と
の
こ
と
で

す
。
厳
粛
な
時
の
流
れ

の
な
か
並
ば
れ
た
二
体
の
阿
弥
陀
様
の
お
姿
は
と

て
も
静
か
で
お
美
し
く
、
散
華
と
と
も
に
右
繞
三
匝

（
尊
像
の
周
り
を
三
周
す
る
最
高
の
礼
法
）
さ
れ
る

ご
結
衆
に
息
が
止
ま
り
ま
し
た
。 

「
光
は
こ
こ
に 

光
は
こ
こ
か
ら
」
を
心
に
い
た

だ
き
、
門
徒
一
同
あ
り
が
た
い
ご
縁
に
深
く
感
謝
申

し
あ
げ
ま
す
。 

  
 

 

専
宗
寺 

納
骨
堂
落
成
法
要 

 

多
聞
山 

専
宗
寺
『
納
骨
堂
落
成
法
要
音
楽
祭
』 

令
和
六
年
五
月
五
日(

日) 
 
 
 
 
 
 
 

一
見
美
術
館
の
よ
う
な
納
骨
堂
に
て
落
成
法
要
音

楽
祭
が
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

明
行
寺
福
山
智
昭
住

職
・codama

夫
婦
ユ
ニ

ッ
ト
「
遇
々
」
に
よ
る
音

楽
法
話
、
雅
楽
の
演
奏
に

加
え
専
宗
寺
住
職
の
幻

想
的
な
蘭
陵
王
（
ら
ん
り

ょ
う
お
う
）
の
舞
、
こ
の

日
、
御
本
尊
前
の
吹
抜
け
に
差
し
込
む
光
は
淡
く
温

か
で
皆
を
包
み
込
む
よ
う
で
し
た
。 

こ
の
納
骨
堂
は
、
「
子
ど
も
が
ひ
と
り
で
入
れ
る

よ
う
な
納
骨
堂
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、
明
る
く
清
潔

で
居
心
地
が
良
い
堂
空
間
を
目
指
し
た
も
の
で
す
。 

５０
年
前
か
ら
始
ま
っ
た
再
建
の
協
議
、
先
ず
は
納

骨
堂
、
現
在
は
庫
裏
も
建
設
中
で
す
。  

 

身
施
（
寺
内
境
内
清
掃
） 

令
和
６
年
５
月
８
日
（
水
） 

金
吟
山 

教
徳
寺
に
て
身
施
を
行
う
。 

１０
名
参
加 

清
掃
の
後
、
高
原
隆
則

住
職
よ
り
「
元
号
令
和
が

万
葉
集
か
ら
引
用
さ
れ

て
い
る
こ
と
や
本
願
寺

と
の
ご
縁
が
深
い
こ
と

等
に
つ
い
て
詳
し
く
」
お

話
を
伺
っ
た
。 

 
 

 

令
和
６
年
１０
月
９
日
（
水
） 

文
殊
山 

善
教
寺
に
て
身
施
を
行
う
。 

１０
名
参
加 

 

清
掃
の
後
、
今
泉
信
生

住
職
よ
り
、「
聞
く
地
蔵
・

聞
か
な
い
地
蔵
の
寓
話

か
ら
、
人
間
の
欲
深
さ
は

際
限
が
な
い
こ
と
、
結
果

そ
の
こ
と
が
身
を
滅
ぼ

す
こ
と
に
な
る
。
足
る
を

知
る
こ
と
が
大
切
」
と
の

話
を
伺
っ
た
。 

 

み
ん
な
の
広
場 

 

 

阿弥陀如来尊像 総代・世話人・婦人会役員・実行委員 

御遷座道中 

美術館のような納骨堂 
佐野住職の蘭陸王の舞 

ご
本
尊
（
南
無
阿
弥
陀
仏
） 

今泉住職（中央） 高原住職（中央） 
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第
四
回
は
『
光
行
寺
』
で
す
。 

 

「
法
王
山 
光
行
寺
」 

住
職 

平
川 
弘
道
師 

所
在
地 

福
岡
市
南
区
野
間
一―

二
六―

二
六 

 

（
〇
九
二
）
五
四
一―

一
〇
七
三 

 

 

当
山
の
開
基
に
つ
い
て

は
、
当
山
と
如
何
な
る
縁
故

の
方
か
は
明
ら
か
で
な
い

が
、
横
田
内
と
申
す
人
の
認

め
ら
れ
た
「
由
緒
書
」
に
依
れ

ば
、
五
島
の
七
里
縫
殿
之
介
と
名
の
る
僧
が
、
五
島

に
於
い
て
光
行
寺
と
称
す
る
寺
を
建
立
し
た
後
、
福

岡
の
地
に
移
る
。 

光
行
寺
十
七
世
佛
厳
記
載
、
第
１
～
３
号
の
各
過

去
帳
（
原
本
は
無
く
、
写
し
と
思
わ
れ
る
）
の
序
文

に
は
、
当
時
の
建
立
を
天
文
年
中
と
し
、
寺
号
、
木

佛
を
天
文
１４
年
３
月
７
日
本
願
寺
よ
り
許
さ
れ
る
。

（
筑
前
国
続
風
土
記
よ
り
） 

今
を
去
る
四
百
七
十
九
年
前
で
あ
る
。 

私
は
、
平
成
１８
（
２
０
０
６
）
年
の
５
月
、
母
の

実
家
で
あ
る
光
行
寺
に
家
族
と
共
に
入
寺
し
て
そ

の
年
の
８
月
に
得
度
の
ご
縁
を
い
た
だ
き
僧
侶
と

な
り
帰
っ
て
き
ま
し
た
。 

そ
の
２
週
間
後
、
８
月
３０
日
に
前
住
職
が
往
生 

      
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

那
珂
組
二
十
九
ヶ
寺
お
寺
巡
り 

 

さ
れ
ま
し
た
。 

３４
年
に
わ
た
り
光
行
寺
住
職
、
護
持
発
展
に
ご
尽

力
さ
れ
た
大
切
な
師
、
頼
る
べ
き
住
職
と
の
別
れ
は

深
い
悲
し
み
と
共
に

先
が
見
え
な
い
不
安

の
日
々
で
し
た
。 

そ
の
日
々
の
中
に
、
総

代
様
、
仏
教
婦
人
会
、

ご
門
徒
様
の
方
々
か

ら
、
「
あ
り
が
と
う
」

「
来
て
く
れ
て
良
か

っ
た
」「
安
心
し
た
よ
」

温
か
い
言
葉
に
支
え

ら
れ
組
内
先
輩
法
中

の
方
々
か
ら
も
「
大
丈
夫
、
大
丈
夫
」
親
切
に
ご
指

導
い
た
だ
き
、
入
寺
し
て
約
２０
年
を
迎
え
ま
す
。 

最
近
で
は
、
お
寺
で
落
語
会
、
ヨ
ガ
、
体
操
な
ど

行
い
お
寺
を
開
放
し
て
お
り
ま
す
。 

こ
れ
か
ら
も
開
か

れ
た
お
寺
を
喜
び
も

悲
し
み
も
共
に
分
か

ち
合
え
る
お
寺
を
目

指
し
て
、
ご
門
従
様

と
共
に
お
念
仏
申
す

日
暮
ら
し
を
送
ら
せ

て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。 

  

 
 

令
和
七
年
度 

行
事
予
定 

 
 

二
月
八
日
（
土
） 

 

福
岡
教
区
全
員
研
修
会 

二
月
十
一
日
（
火
） 

総
会 

三
月
六
日
（
木
） 

 

門
信
徒
の
つ
ど
い 

五
月
十
五
日
（
木
） 

身
施 

六
月
二
十
六
日
（
木
）
全
員
研
修
会 

八
月 

 
 

 
 

 
 

福
岡
教
区
全
員
研
修
会 

十
月
二
十
四
日
（
金
）
身
施 

令
和
八
年 

一
月 

九
日
（
金
）
～
十
六
日
（
金
） 

京
都
本
願
寺
御
正
忌
報
恩
講
法
要 

一
月
二
十
六
日
（
月
）
～
二
十
八
日
（
水
） 

 

福
岡
教
区
報
恩
講
法
要 

 
 
 
 

編
集
後
記 

 

第
１６
期
連
研
に
は
１８
名
が
受
講
さ
れ
、
ほ
と
ん

ど
の
方
が
終
了
証
書
を
手
に
さ
れ
ま
し
た
。 

こ
れ
は
、
法
中
と
門
徒
推
進
員
が
共
に
２
年
間
を

か
け
て
検
討
し
た
、
「
受
講
し
や
す
い
連
研
の
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
」
の
成
果
と
思
い
ま
す
。 

受
講
者
か
ら
は
、
「
仏
事
の
作
法
が
解
っ
て
良
か

っ
た
。」「
今
ま
で
疑
問
に
思
っ
て
い
た
こ
と
が
理
解

で
き
た
。」「
連
研
に
参
加
し
て
良
か
っ
た
。」
等
の
声

が
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。 

２
ヶ
年
に
亘
り
連
研
を
運
営
さ
れ
た
佐
野
部
長
、

安
部
法
要
部
会
長
を
は
じ
め
関
係
者
の
皆
様
に
、
敬

意
と
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

受
講
者
の
中
か
ら
「
中
央
教
修
」
に
、
３
名
の
方

が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。
門
徒
推
進
員
の
仲
間
と
し

て
、
ご
一
緒
に
み
教
え
を
広
め
て
参
り
ま
し
ょ
う
。 

      
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

４ 

平川住職 

光行寺境内から本堂を仰ぐ 報恩講法要内陣荘厳 


